












要約:こども医療センターが昭和 55 年からかかわってきた乳幼児ケアの記録から小児病院

の地域支援について検討した。この検討から示されたのは(1)事後相談に限らず保健所が

様々のレベルでの相談の場である。  (2)相談内容や発生件数には地城差がある。 (3)地

城によっては未熟児のフオローアップも,組み込まれていた。  (4)記録の散逸が少なくな

かった。以上の結果から,小児病院の地域支援は医師,保健婦などの人的派遣にとどまらず,

小児病院のもてる検査,診断機能の派遣も含めた有効利用等,地域毎の医療資源の実態に即

した支援が必要であり,そのためには記録の集計,分析を含め,保健計画の立案までに関ね

ることが求められていると考えらた。


